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令
和
五
年
年
頭
の
御
挨
拶

町
会
長
　
星
野 

晃

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
春
、
入
学
、
就
職
な
ど
希
望
に
満
ち
た
年
を
お
迎
え
の
ご
家
庭
も
多
い
こ
と
と

思
い
ま
す
。
ま
た
離
れ
て
お
住
い
の
ご
家
族
な
ど
、
お
正
月
に
集
ま
る
の
を
楽
し
み
に

待
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
町
会
も
３
年
前
、
皆
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
と
づ
き
、
そ
れ
を
反
映
し
た
年

間
計
画
を
組
み
ま
し
た
。
し
か
し
実
際
は
動
き
が
と
れ
ず
、
今
後
に
持
ち
越
し
て
お
り

ま
す
。
羽
沢
３
丁
目
の
人
口
は
こ
こ
の
と
こ
ろ
横
ば
い
状
態
で
す
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

人
々
の
気
持
ち
や
行
動
が
保
守
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
一
因
か
と
思
い
ま
す
。
早
く

積
極
的
、
活
動
的
な
世
の
中
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
こ
の
時
期
に
次
年
度
の「
市
町
村
交
通
災
害
共
済
」申
し
込
み
を
、
町
会
で
取
り

ま
と
め
て
お
り
ま
し
た
。
今
年
は
そ
れ
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
理
由
は
個
人
情
報

漏
洩
防
止
と
の
こ
と
で
す
。
羽
沢
３
丁
目
で
は
多
く
の
お
宅
が
申
し
込
ま
れ
て
き
ま
し

た
が
、
今
後
は
各
ご
家
庭
で
の
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳
細
は

「
広
報
富
士
見
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
個
人
情
報
に
つ
い
て
皆
様
の
関
心
が
高
ま
る
の
は
結
構
な
こ
と
で
す
が
、
そ
の
た
め

利
便
性
が
失
わ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
を
多
々
見
か
け
ま
す
。
も
と
も
と
行
政
を
は
じ
め
、

情
報
漏
洩
防
止
の
必
要
な
と
こ
ろ
で
は
厳
格
な
管
理
を
し
て
き
ま
し
た
。
保
護
と
い
っ

て
簡
単
に
止
め
て
し
ま
う
の
で
な
く
、
利
便
性
や

文
書
管
理
の
中
で
、
い
か
に
個
人
情
報
漏
洩
防
止

を
考
慮
す
る
か
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
，
安
心
安
全
な
町
づ
く
り

を
め
ざ
し
、
今
年
も
町
会
全
員
で
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。
お
引
き
回
し
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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諏訪小校区6町会、環境美化運動
　12月3日（土）、6町会合同の環境美化運動を実施
しました。参加者は全体で290名、うち羽沢3丁
目町会は約80名でした。

民生児童委員が交替しました
薄 修さん（副町会長兼任）が定年退任となり、12月より
新任の民生児童委員が就任しました。
　・姫野 悦子（ひめの えつこ）さん
　・住所：羽沢3丁目8-38（☎090-8642-1432）
　・ 担当区域：羽沢3丁目8 ～ 13、16、26 ～ 32番）
なお、民生児童委員は姫野さんのほか、工藤 英俊さ
ん（☎090-4026-6418）、矢島 正枝さん（☎049-251-
6751）、および児童委員として加藤 富美子さん（☎
090-5757-0648）が活動中です。どうぞよろしくお願
いいたします。

「はじめまして。
このたび民生委員をつ
とめさせていただく
ことになりました姫野
です。わたしは長い間、
都内で働いておりました
が、定年後は地域でなにか
できることはないかと考えており
ました。不慣れで不行き届きもあるかと思いますが、
どうぞよろしくお願いいたします」 （姫野 悦子）

◇特集◇こんなときどうする？
羽沢3丁目町会防犯パトロール隊隊長　星野　晃

町会のボランティア防犯パトロール隊は18年の歴史がありま
す。 今年も4月には新しい小学1年生が希望に満ちて通学
します。新学期を迎える前に、過去、防犯パトロール隊が
見守りの中で経験した危険やトラブル、子どもたちの困った
様子などを紹介したいと思います。このような場合はどうす
るか、皆様のご家庭で、親子で話し合っていただく材料と
して使ってもらえらたと思います。

◆登下校等、外出中で困ったトラブル
○�下校時、道路の側溝に自宅のカギを落として
　取れなくなった。
○下校時自宅のカギをどこかになくして中に入れない。
○�自宅に帰ってきたが、いるはずの家人がおらず中に入るこ
とができない。
○�自宅の住所を覚えていない、保護者の携帯電話番号を知
らない。
○�登下校の途中で、突発的に持病が発病し意識不明になっ
た。
○下校途中ケガをした。
○�下校途中、鼻血が出てハンカチやティッシュがなく、両手
を真っ赤にして帰ってきた。
○下校途中で猫と遊んで、なかなか帰宅しようとしない。
○�夕焼け放送が鳴っても帰宅しようとしない子ども達の主な
理由。
　・家に帰っても誰もいない、ドアを開けるのが怖い。
　・夕方一人で家にいるのが寂しい、怖い。

　・�毎日、 母親が帰宅するのは6時すぎ、それまで外で友
達といたい。

　・�見守りパトロールに注意されるので、見つからないよう
隠れてしまう。

◆交通安全上のトラブル
○自動車の前にふざけて飛び出した。
○�緊急車両がサイレンを鳴らして接近している交差点で、
青信号だからと渡ろうとした。
○ガードレールを挟んで（1人は車道）並んで歩行している。
○�交差点で渡るのか、渡らないのか不明で、自動車がとま
どっている。
○�下校後、自転車で遊びに行こうとする
　子どもたちの過半数は左�側通行を守らない。

◆いざ困ったときに助けてくれる人は誰？
　家の方が留守の際、子どもさんを助けることができるのは、
その場に居合わせた他人しかおりません。本人の名前、住
所を知ることができれば、防犯パトロール隊は何とか手を打
つことができます。
　子どもさんには、目立たないところでかまいませんので、
「非常時連絡先」を持たせていただくと助かります。
○近くにいる大人の人に助けを求める。
○「黄色地の119番の三角の旗」を見つけ、助けを求める。
○�登下校時などで、困ったことが起きた時、グリーンのベス
トを着た人（防犯パトロール隊）に助けを求める。


